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鳥取県栽培漁業センター 沈砂槽

鳥取沿岸の水温

平年より 0.6℃高め

11月上旬の水塊配置と対馬暖流

令和７年４月から下記２社の広告を１年間掲載することになりました。

いつの時代も、技術とサービスをもって水産業・漁業の皆様を支援してまいります

西日本ニチモウ株式会社
      本 社 山口県下関市小月小島2丁目3-17 〒750-1136

電話 083-282-4041（代表）  FAX 083-282-0424

境港営業所 鳥取県境港市栄町92番地1〒684-0006 電話 0859-44-0475   FAX 0859-42-6330

共和水産株式会社
代表取締役 橋津 寛

〒684-0006 鳥取県境港市栄町65番地
TEL:0859-44-7171（代） FAX 0859-42-6530

島根沖冷水域 島根県沖のN35˚45‘以北に冷水域が認められました。

隠岐諸島北方の冷水域 隠岐諸島周辺を囲むように冷水域が南下しており、隠岐諸島北方
のN38˚以北でも冷水域が認められました。

山陰・若狭沖冷水域 鳥取県沖N35˚50‘以北に冷水域が認められました。

対馬暖流の流路 主流は朝鮮半島南東部の沿岸に沿って北方に向かい流れると考
えられます。主流の一部は、隠岐諸島北方と、山陰・若狭沖冷水
に沿う流れがあると考えられます。
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平均水温は13.0℃を示しています。
【前年差： −2.99℃、平年（直近30年）差： −4.16℃】

平均水温は20.4℃ を示しています。
【前年差：-0. 31 ℃、平年（直近30年）差： -0. 43 ℃】

隠岐海峡と鳥取県沖（点線範囲内）の
平均水温は20.5℃ を示しています。
【前年差：−1.22℃、平年（直近30年）差：-0.45℃】

水深200mの水温は平年（直近30年）より
やや低めでした。

水産試験場

令和７年度第１回境港地区漁海況連絡会議の開催のお知らせ

今年も水産試験場が主催する「境港地区漁海況連絡会議」
を下記のとおり開催します。

事前申込不要ですので、興味のある方は、是非ご参加くださ
い。

記

日時：１２月１９日（金） 午後１時半から３時まで

場所：県営境港水産物地方卸売市場２号上屋
２階大研修室（境港市昭和町９－７）

議題
（１）海洋環境の見通しについて・・・足立研究員
海洋環境、スルメイカについて

（２）浮魚類の見通しについて
マアジ、マサバ、マイワシ・・・・・・・野澤研究員
ブリ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・渡辺室長

（３）底魚類の見通しについて・・・・・・藤原主任研究員
ズワイガニ、沖合底びき網のその他主要魚種について

栽培漁業センター

鳥取県産スジアオノリの探索
スジアオノリは、主に汽水域に自生している海藻で、タコ焼きやお好み焼
きに振りかけるアオノリの中では最も香りが良いと言われています。
高知県の四万十川などが産地として有名ですが、近年養殖手法が確立さ
れ、大手企業も養殖に参入し、手に入りやすくなりました。
栽培漁業センターでも、養殖用の種苗の作成のため、鳥取県内のスジア
オノリを探していたところ、いくつかの場所で発見することができました！
さらに探索を続けていきますので、県内で似たような海藻が生えている
のを見かけたら教えてください。

汽水域に自生しているが、見た目では他のアオノリとの区
別が難しいので、最終的には遺伝子で判定している。

岩などに付着させず、浮遊状態で育
てる養殖方法が確立されている。

水産振興課・漁業調整課

境港支所潜水グループが水産庁長官賞を受賞しました！
１１月９日に三重県で第４４回全国豊かな海づくり大会が開催され、栽培漁業部門、資
源管理型漁業部門、漁場・環境保全部門で功績団体の表彰が行われました。

水産振興局では、11月1日以降休漁となったスルメイカ漁（5t以上～30トン
未満船）で影響を受けられる方のため、総合的な相談窓口を開設しました。

このうち、資源管理型漁業部門で鳥取県漁協境
港支所潜水グループが水産庁長官賞を受賞しまし
た。

同グループは、令和２年から水産試験場と連携し
てアオナマコの資源量調査等を実施され、操業制限
や漁獲量制限を見直すとともに、漁獲サイズ制限の
目標を設け実践されました。その結果、令和２年以
降アオナマコの漁獲量と漁獲金額ともに上昇傾向で、
潜水漁業者の収益増加につながりました。
また、同グループはアオナマコの増殖活動として稚
ナマコ採苗器や育成礁の開発にも取り組んでおられ、
これらの活動が評価されて今回の表彰に至りました。

写真：採苗器設置の様子

「するめいか漁業ワンストップ総合相談窓口」を設置

電話：0857-26-7315
受付時間：月～金曜日（祝祭日を除く） 8時30分～17時15分
相談受付内容：漁業規制の内容、経営支援、漁獲情報等
設置期間：令和７年11月19日～令和８年3月31日

関係部局：漁業調整課（窓口）、水産振興課、境港水産事務所、水産試験場

～全国豊かな海づくり大会とは～
水産資源の大切さを広く伝え、つくり育

てる漁業の推進を通じて、漁業の振興と
発展を図ることを目的に、全国各地で毎
年開催されるイベントです。
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